
小野式携帯型滑り試験機（小野式携帯型滑り試験機（OO--PP・・PSMPSM））

滑り試験機（O-P・PSM）は東北工業大学小野英哲研究室で平成15年
度に開発された，屋外で使用可能な携帯型の滑り試験機です（図-1）．
人の歩行開始時に蹴り出す状況（図-2）を機構として取り込んでいます．
（昭和59年度に同研究室で開発されたO-Y・PSM（原機）の携帯版）1）

滑り試験機により出力される数値はC.S.R.（滑り抵抗係数）値と呼ばれ，
実際の人の歩行動作に伴う“滑り”を最も適切に表現できる評価指標とし
て考えられています．2）（C.S.R.値の範囲は0.0～1.0で，値が小さいほど
滑りやすく，大きいほど滑りにくい．）

※建築分野ではC.S.R値が0.4以下の場合，“滑りやすくて危険”と評価
しています．3）

 

図－１ 滑り試験機の概要
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親水施設において生物付着による滑りの状態を数値化させるため，
屋外で使用可能な滑り試験機（形式番号O-P・PSM）です．

 

図－2 歩行動作の模式化
（C.S.R.測定の原理）
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